近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１２クール日報（３月８日～３月１４日）
	報告日
天気
	３月１０日（日）
雪のち曇り
（気温：－１度～５度）
	報告者
	兵庫県社協　太田
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１２クール：大谷、櫻井、齋藤、高田、藤野、末延、松本、上山、古川、太田

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:30 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:10 全体オリエンテーション
9:20 マッチング開始
10:10 ボランティア送り出し完了
（御禊、袖ヶ江、田鶴浜、石崎）
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
15:30 本部で活動者報告受付
15:50 ボランティア見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
希望の丘公園テニスコート（撤去日）
七尾美術館（1日目）

	
	17:30 終礼
18:10 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:00 活動終了

	報告事項

	●VCの状況
［V96名（延べ157名）、現地調査15件（一般10件、現場系1件、キャンセル4件）ニーズ対応17件（うち完了17件、継続0件）］
●マッチング担当
　・仮置き場（和倉）の待ち時間が最大180分であり、県ボラ送出し時間の関係上、午後の仮仮置き場からの廃棄物搬出が困難な状態が続いている。
前日に軽トラ2台に廃棄物を積載し、オリエンテーション終了後に仮置き場2か所（和倉、中島）へ先遣隊を派遣し、待ち時間等の状況を確認する。先遣隊の情報を基に、バディコムを活用し、トラック（軽トラ、２ｔ）へ行き先を指示し、効率的に仮仮置き場からの廃棄物の搬出を行う。
　・マッチング時に使用する資料（依頼表、地図）について、現在は各3部七尾市社協で用意してもらっているが、実際はボランティアとのマッチング時に4部使用している（本部用、ボランティア用、送迎車用、トラック用）。前日に追加で1部コピーしており、マッチング数によっては長時間かかる（約20件で1時間程度）。追加コピーの必要がないよう、七尾市社協へ今後4部ずつ印刷してもらうよう依頼し了解を得る。
●資材担当
・本日よりボランティアの協力のもと、ブルーシートの清掃を4名体制で行った。効率的に実施できたため、今後も継続していく。
・仮仮置き場で使用した物品について、現在はその他物品等と同様に清掃を行っているが、地面に敷くブルーシート等のため、清掃は必要ない。作業量削減のため、清掃は省略する。清掃を行ったその他物品と混在しないよう、仮仮置き場専用の場所を確保する。
●現地調査担当
　・現地調査時のマッチング対象の判断について、住み替えについては対象としていないが、市内への引っ越しについては対象としている。
●仮仮置き場担当
・午前中に旧仮仮置き場（希望の丘）の撤収および新仮仮置き場（七尾美術館）の設置完了。

	今後の主な予定
	●明日3/9日(土)の大きな動き
・明日は、仮仮置き場（七尾美術館）2日目であるため、21件のマッチングを行い、ニーズへの対応を中心に行う。

	調整課題・所感等
	・マッチングした案件が、ボランティア活動終了時間より早めに終了した際に追加マッチングを行っているが、追加マッチング用の案件を多めに準備したほうが良いとの意見があった。（現在は1件程度を準備している）予備を準備するのではなく、各班のマッチング数を多めにし、早く終了した班に手伝ってもらうなどの方法も考えられる。検討を継続する必要があるため、明日は2件の予備を準備する。

	その他
	・富山県よりボランティアが参加され、富山県知事がボランティアへの激励へ来られた。
・「ユナイテッドかながわ」について、本日より継続的な活動は中断し、活動が必要な際にVCより連絡することとなっていたが、本日も仮仮置き場で活動された。先方と再度連絡をし、今後についての確認を行う。
・トラックの運転手ボランティア用の仮置き場および仮仮置き場の地図（ＱＲコード掲載）について、本日より準備および配布を行った。仮置き場、仮仮置き場の場所が複数になってきているため、使用を継続して効果的かの確認をしていく。
・マッチング先への送迎について、本日より送迎車1台で2班の送迎を実施した。大きな問題なく実施することができた。今後も継続していく。



